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（1549 年-1552 年）（Der hl. Franz Xaver in Japan (1549-1552) ）」NZM (1946) 
165-186 頁および 255-273 頁。G.シュールハンマー『ザベリアナ（Xaveriana）』 
(《Bibliotheca Instituti Historici Societatis Jesu》シリーズ v. 22, 1964) 565-603 頁に
再録あり。この歴史的事項に関わる補足としては NZM (1946)85-104 頁所収の
J.ヴィッキ「聖フランシスコ・ザビエルの宣教方法について（Zur 





























で、私たちは〔信仰箇条の〕説明書の大部分を読みました。」1552 年 1 月 29
日付書簡、G.シュールハンマーおよび J.ヴィッキ編『聖フランシスコ・ザビエ
ル書簡（Epistolae S. Francisci Xaverii）』(ローマ、1945 年、第２巻、254-263
頁)。太字強調は筆者。 
3 シュールハンマーおよびヴィッキ編『聖フランシスコ・ザビエル書簡


























4 このテクスト（シュールハンマーおよびヴィッキ編前掲書、第 1 巻、355-
367 頁）を脚注 2 で引用した書簡と比較せよ。ザビエルのカテキズムに関して
はシュールハンマーおよびヴィッキ編前掲書、第 2 巻、581-599 頁参照。 
5 シュールハンマーおよびヴィッキ編前掲書、第 2 巻、596 頁。 
6 『教えの手ほどき』22.39(『ラテン教父全集』40 巻、338-339)。 




事例を通して、敬虔に生活するための手引書（Opus de religiose uiuendi 













《人類の創造            『教えの手ほどき』18, 29-30. 
《ノアの洪水                               19, 32. 
《言語の分裂                               19, 31. 
《偶像崇拝の始まり                         19, 32. 
《ソドムの滅亡                                ― 
《ニネベの歴史                              19, 32. 
《そして、ヤコブの息子ヨセフについて        20, 33. 
《イスラエルの子孫の捕囚                  20, 34. 
《そして、モーセによっていかに解放されたか  20, 34. 
《そして、律法が与えられた                  20, 35. 
《そして、約束の地にどうやって入ったか      20, 36. 
《ダビデ王の罪と改悛                        20, 36. 
《エリシャとユディトの物語                    ― 
《ネブカドネツァルの像                      21, 37. 
《そして、ダニエルの物語の終わりに…        21, 37-38. 
 
diuo Hieronymo presbytero, beato Gregorio Pont. Max., Eusebio Caesariensi episcopo, 






《第 6 の時代の始まり 

















に生きるための手引き（De institutione bene beateque vivendi）』という本は 1530
年、1531 年、1536 年、1609 年、1686 年、1696 年にケルンで出版された」（J. 
BADALIC「ドイツにおけるマルコ・マルリッチ 文献目録（Marko Marulić in 
Deutschland. Ein bibliographischer Hinweis）」『季刊スラブ世界（Die Welt des 
Slaven）』E.コシュミーダー氏献呈号（ヴィースバーデン、1960 年）249 頁）。 
11 アウグスティヌスは、『教えの手ほどき』の中ではバベルの塔についてはっ
きり述べることはしていないが、『神の国』16 巻 4 章（デクレ版アウグスティ


















お ん も の
について、すなわち、それが善であったか、あるいは悪であ
ったか、また善いもの、悪いものすべてが同一の御者















14 1549 年 4 月の書簡。シュールハンマーおよびヴィッキ編『聖フランシス
コ・ザビエル書簡（Epistolae S. Francisci Xaverii）』第 2 巻、99 頁所収。 
15 1552 年 1 月 29 日の書簡。シュールハンマーおよびヴィッキ編同上書、第 2
巻、264 頁所収。 
16 『教えの手ほどき』18.29(『ラテン教父全集』40 巻、332)。 
17 シュールハンマーおよびヴィッキ編『聖フランシスコ・ザビエル書簡
























論争(Die Disputationen des P. Cosme de Torres SJ mit den Buddhisten in Yamaguchi, 




デ・トーレス神父と仏教徒の論争(Les controverses du P. Cosme de Torres SJ avec 
les bouddhistes de Yamaguchi 1551, d’après les lettres du P. Torres et le rapport 
retrouvé de son interprètre le frère Juan Fernández)」を用いた。 
19 上掲「論争（Les controverses）」n. 6-7、644 頁。 
20 『教えの手ほどき』18.30(『ラテン教父全集』40 巻、332)。 
21 同上。 





























23 前掲「論争（Les controverses）」n. 41、649 頁。 
24 『教えの手ほどき』18.30(『ラテン教父全集』40 巻、333)。 





























26 『教えの手ほどき』18.30(『ラテン教父全集』40 巻、333)。 
27 次を参照、A.エチェガライ・クルス「トリエント公会議前のラテンアメリ
カにおける信仰教育の内容と聖アウグスティヌス（Saint Augustin et le contenu 
de la catéchèse pré-tridentine en Amérique Latine）」『アウグスティヌスと教父研究
（Revue d’Études Augustiniennes et Patristiques ）』1965 年、277-290 頁所収。 
24
の人物は 1537 年以降、すなわちトーレスがメキシコに到着した時に、
『すべての民を真の宗教へ招く唯一の方法について（De unico uocationis 






訪れ、1546 年 8 月から 9 月の間に『信仰箇条の説明書（Declaración 
del Símbolo de la fe）』を書いた。このカテキズムのテクストは創造から
始まる（n. 1）; 次いで、天使と人間の罪（n. 2）; 受肉（n. 3）; キリ







28 5, 9; 8, 12; 12, 17; 13, 18 (要約 2 箇所); 13,19。A. Millares Carlo 編（《Fondo de 
Cultura Económica》コレクション、メキシコ、1942 年）311-316 頁。これらの
箇所は方法論ゆえの引用であって、内容ゆえではない。この文献を私に下さっ
た P.J. Beckmann 氏に感謝したい。この文献は私の論文「ドミニコ会士バルト
ロメ・デ・ラス・カサスの宣教学における宣教師（Der Missionar im Lichte der 
Missionstheologie des Bartolomé de Las Casas O.P.）」（NZＭ(1966)185 頁所収）で
は見落とされていた。 
29 次を参照、コスメ・デ・トーレスの聖イグナチオ・デ・ロヨラ宛書簡、ゴ
ア 1549 年 1 月 25 日付。J.ヴィッキ編『インド（宣教）報告書（Documenta 





















de doctrina christiana en que se contiene todo lo principal y necesario que el hombre 
christiano deue saber y obrar）』との類似点がないわけではない。おそらくアン
トニオ・デ・エレディア神父がそれを一冊、1546 年にインドに持ち込んだの
だろう。フランシスコ・ザビエルはこの書物のことを称賛している。そう、
1552 年 4 月 24 日すなわち彼が日本に滞在した後に書かれた書簡において（シ
ュールハンマーおよびヴィッキ編『聖フランシスコ・ザビエル書簡（Epistolae 





（Epistolae S. Francisci Xaverii）』第 1 巻、390-392 頁。 






（Epistolae S. Francisci Xaverii）』第 2 巻、11-12 頁。 
26



















（シュールハンマーおよびヴィッキ編同上書、第 2 巻、254 頁）。これは信仰箇
条の説明書の内容と一致する。［訳注③をみよ］ 
36 次を参照。L. WILLAERT による俯瞰的報告「神学の方法と概念における新
しい方向性(Orientation nouvelle des méthodes et du concept de la théologie)」
FLICHE-MARTIN 『教会史(Histoire de l’Eglise)』第 18 巻（1960）221-285 頁所
収。良い参考文献。補足として、J.ヴィッキ「16 世紀ポルトガル領インドの人
文主義(Humanismus in Portugisch-Indien des 16. Jahrhunderts)」『アナレクタ・グ
レゴリアナ(Analecta Gregoriana)』n. 70（1954）、193-247 頁所収。 
37 次を参照。G.シュールハンマー「1549 年ホルムズの教会堂におけるガスパ
ル博士による三位一体についての説教(Die Trinitätspredigt mag. Gaspars in der 
Synagoge von Ormuz 1549)」G.シュールハンマー『オリエンタリア（Orientalia）』
（《Bibliotheca Instituti Historici Societatis Jesu》シリーズ v. 21, 1963）413 頁以下


















訳注① ドゥアルテ・ダ・シルヴァの呼称について、原文では P. Eduardo 
da Silva とあるので神父と訳しておいたが、ザビエル書簡第 107, 2 およ
び河野師による注記によれば修道士のようである（『聖フランシスコ・
ザビエル全書簡』第 4 巻、61 頁、72 頁）。 
訳注② エチェガライはコンスタンチノ・ポンセ・デ・レオンとしてい
るが、レオンはラ・フエンテの誤りかと思われる。 





38 1549 年 11 月 5 日付。シュールハンマーおよびヴィッキ編『聖フランシス
コ・ザビエル書簡（Epistolae S. Francisci Xaverii）』第 2 巻、223 頁。脚注 35 を
参照。 





ライ・クルス師（Adolfo Etchegaray Cruz, 生没年不詳）による論文 
”Saint François Xavier a-t-il utilisé au Japon le «De catechizandis rudibus» de 
Saint Augustin?”（「聖フランシスコ・ザビエルは日本で聖アウグスティ
ヌス『教えの手ほどき』を用いたか」）の全訳であり、初出誌は Neue 
Zeitschrift für Missionswissenschaft/Nouvelle Revue de science missionnaire

























Special thanks to Josef Meili, Superior General, SMB Immensee, for translation 
right. (E-mail exchanged on 10th Sep. 2019) 
 














2019 年 8 月 31 日、南山大学。 
5 コメントを下さった上智大学神学部教授片山はるひ先生に感謝申し上げま
す。 
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